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(54)【発明の名称】接地ブラシ装置

(57)【要約】

【課題】車輪からの振動でブラシを加圧する薄板バネの

巻き込み部が巻き込み方向の反対方向に飛び出さないよ

うにすると共に、薄板バネ差し込み過ぎ防止用ストッパ

ーと軸箱に取り付けるボルトが干渉せず、かつ小さな取

り付けスペースでも取り付け可能な接地ブラシ装置を提

供する。

【解決手段】ブラシ保持函１のブラシ挿入溝にブラシ２

が装着され、かつ装着されたブラシ２を、渦巻き部を有

する薄板バネ１０により加圧させて車輪に取り付けられ

たスリップリング１５に接触させるようにした接地ブラ

シ装置において、リード線８を固着するターミナル２２

の上部に、横方向に突出した一対の側壁２３を設け、こ

の側壁２３にバネの渦巻き部が引っ掛かるようにして振

動によりブラシ頭部から薄板バネ１０が容易に飛び出さ

ないようにした接地ブラシ装置。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】ブラシ保持函のブラシ挿入溝にブラシが装

着され、かつ接着されたブラシを、渦巻き部を有するバ

ネにより加圧させて車輪に取り付けられたスリップリン

グに接触させるようにした接地ブラシ装置において、リ

ード線を固着するターミナルの上部に、横方向に突出し

た一対の側壁を設け、この側壁にバネの渦巻き部が引っ

掛かることによってブラシからバネの飛び出しを防止し

たことを特徴とする接地ブラシ装置。

10【請求項２】ブラシを加圧するバネとバネ飛び出し防止

用ストッパー及びバネ差し込み過ぎ防止用ストッパーを

設けたＬ字型バネ固定金具を一体化してなる請求項１記

載の接地ブラシ装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、電車、機関車等の

パンタグラフから供給される電流を、レールに帰還する

のに用いられる接地ブラシ装置に関する。

【０００２】

20【従来の技術】図４は従来の接地ブラシ装置の一部断面

側面図、図５は従来の接地ブラシ装置に用いられるブラ

シの側面図及び図６は従来の接地ブラシ装置に用いられ

る薄板バネと一端がＬ字型で他の一端がＵ字型のバネ固

定金具（以下Ｕ字型バネ固定金具という）を一体化した

状態を示す側面図であり、ブラシ保持函１のブラシ挿入

溝にブラシ２が装着され、該ブラシ２は下部がＵ字型バ

ネ固定金具１１に固定された渦巻き部を有する薄板バネ

１０で加圧されスリップリング１５に接触する構造にな

っている。

30【０００３】薄板バネ１０とＵ字型バネ固定金具１１は

リベット１２で固定され、かつ薄板バネ１０がブラシ２

を加圧時飛び出さないように、ブラシ保持函１に加締め

て取り付けたピン３に薄板バネ飛び出し防止用ストッパ

ー１３が係止するようにしている。なおＵ字型バネ固定

金具１１と薄板バネ飛び出し防止用ストッパー１３はリ

ベット１４で固定されている。

【０００４】また、Ｕ字型バネ固定金具１１の先端を折

り曲げて薄板バネ差し込み過ぎ防止用ストッパー２１を

形成し、薄板バネ１０及びＵ字型バネ固定金具１１をブ

40ラシ保持函１に挿入時にスリップリング１５に接触しな

いようにしている。ブラシ２の上部側面には、銅管５を

用いてこれを加締めてターミナル７が固着され、さらに

ターミナル７の上部にはリード線８が固着されている。

またブラシ２の頭部には薄板バネ１０の加圧力を安定さ

せ、さらに垂直に加圧させる目的でＶ字溝を設けたガイ

ド４を備えている。なお図５において、６はガイド固定

凹凸部及び９は端子である。

【０００５】さらに、パンタグラフから供給された電流

を、レールに効率良く電流を帰還させる目的で、ブラシ

50保持函１は、取り付け側の軸箱と絶縁板１７で絶縁され

ており、接地ブラシ装置はボルト１６で軸箱に取り付け

られている。

【０００６】また、ブラシ２と薄板バネ１０を路線から

の石や塵埃から保護する目的で、パッキング１８とカバ

ー１９をボルト２０でブラシ保持函１に取り付けてい

る。

【０００７】従来の接地ブラシ装置は上記に示す構造か

らなり、使用箇所が車両の車軸の軸箱に取り付けられる

ため、薄板バネ１０に車輪の大きな振動が伝わり易く、

10 また薄板バネ１０は渦巻き部の巻き込み方向と反対方向

に力が逃げ易い特徴を持っている。このため、車輪から

の振動でブラシ２の頭部に取り付けられたガイド４だけ

では薄板バネ１０の垂直力を維持できず、振動により薄

板バネ１０の渦巻き部がガイド４から巻き込み方向と反

対方向に飛び出す恐れがある。

【０００８】また、近年車両の性能向上を合わせて種々

の機器が車軸に取り付けられ、接地ブラシ装置の取り付

けスペースが小さく位置が限定されてきている。特に、

従来の接地ブラシ装置のＵ字型バネ固定用金具１１は幅

20 が広くなる為、先端の薄板バネ差し込み過ぎ防止用スト

ッパー２１と軸箱に取り付けるボルト１６が干渉し易い

という問題がある。

【０００９】

【発明が解決しようとする課題】本発明は、車輪からの

振動でブラシを加圧する薄板バネの渦巻き部が巻き込み

方向の反対方向に飛び出さないようにすると共に、薄板

バネ差し込み過ぎ防止用ストッパーと軸箱に取り付ける

ボルトが干渉せず、かつ小さな取り付けスペースでも取

り付け可能な接地ブラシ装置を提供するものである。

30 【００１０】

【課題を解決するための手段】本発明は、ブラシ保持函

のブラシ挿入溝にブラシが装着され、かつ装着されたブ

ラシを、渦巻き部を有するバネにより加圧させて車輪に

取り付けられたスリップリングに接触させるようにした

接地ブラシ装置において、リード線を固着するターミナ

ルの上部に、横方向に突出した一対の側壁を設け、この

側壁にバネの渦巻き部が引っ掛かるようにして振動によ

りブラシ頭部からバネの飛び出しを防止してなる接地ブ

ラシ装置を提供する。

40 【００１１】また、本発明は、ブラシを加圧するバネと

飛び出し防止用ストッパー及びバネ差し込み過ぎ防止用

ストッパーを設けたＬ字型バネ固定金具を一体化した接

地ブラシ装置を提供する。

【００１２】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面

により説明する。図１は本発明の実施例になる接地ブラ

シ装置の一部断面側面図、図２は本発明の実施例になる

接地ブラシ装置に用いられるブラシの側面図及び図３は

本発明の実施例になる接地ブラシ装置に用いられる薄板

50 バネとＬ字型バネ固定金具を一体化した状態を示す側面

( 2 ) 特開２００３－３０４６６５
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図で、ブラシ保持函１にブラシ２が装着され、該ブラシ

２はスリップリング１５にＬ字型バネ固定金具２４に固

定された薄板バネ１０で加圧される構造になっている。

【００１３】図２において、４は上部にＶ字溝を設けた

ガイド、５はブラシ２とターミナル２２を固定するため

の銅管、６はガイド固定凹凸部、前記ガイド４の上部に

はリード線８を固着したターミナル２２が載置され、こ

のターミナル２２の上部で、かつ反リード線固着側には

横方向に突出した一対の側壁２３が設けられている。な

10お、リード線８の一端には端子９が取り付けられてい

る。

【００１４】一方、図３における１２は薄板バネ１０

（バネ）をＬ字型バネ固定金具２４に固定するためのリ

ベット、２５は薄板バネ飛び出し防止用ストッパー、２

６は薄板バネ差し込み過ぎ防止用ストッパー及び１４は

前記両ストッパーを固定するためのリベットである。

【００１５】また、図１における３はＬ字型バネ固定金

具２４に固定した薄板バネ飛び出し防止用ストッパー２

５を係止するためのピン、１６はブラシ保持函１を取り

20付けるためのボルト、１７はブラシ保持函１と取り付け

側の軸箱（図示せず）とを絶縁するための絶縁板、１８

はブラシ保持函１とカバー１９との間に設けたパッキン

グ及び２０はパッキング１８とカバー１９を取り付ける

ためのボルトである。

【００１６】図１、図２及び図３に示すように、リード

線８を固着したターミナル２２の上部で反リード線固着

側に、横方向に突出した一対の側壁２３を設けた。一

方、薄板バネ１０の片方の端部（渦巻き部を形成してい

ない側の部分）をＬ字型バネ固定金具２４にリベット１

30２で固定すると共に、Ｌ字型バネ固定金具２４に薄板バ

ネ飛び出し防止用ストッパー２５及び薄板バネ差し込み

過ぎ防止用ストッパー２６をリベット１４で固定した。

【００１７】次に、ブラシ２を図２に示す構造になるよ

うに組み立て、その後、図１に示すブラシ保持函１に設

けたブラシ挿入溝２７にブラシ２を装着した。さらにブ

ラシ２の頭部を薄板バネ１０の渦巻き部で加圧するよう

に、上方で曲がり、中央および下方がストレート形状を

したＬ字型バネ固定金具２４に固定された薄板バネ１０

をブラシ保持函１の所定の位置に挿入して渦巻き部をブ

40ラシ２の頭部、詳しくはガイド４の上部に載置した。次

いで薄板バネ１０がブラシ２を加圧した時に飛び出さな

いように、薄板バネ１０を固定したＬ字型バネ固定金具

５をブラシ保持函１に加締めて取り付けたピン３に薄板

バネ飛び出し防止用ストッパー２５で係止した。

【００１８】なお、ブラシ２を交換するときは、前記ピ

ン３から薄板バネ飛び出し防止用ストッパー２５を取り

出して圧力を解放し、ブラシ保持函１から薄板バネ１０

を引き抜くことにより簡単にブラシ２を交換することが

できる。

50【００１９】本発明において、ブラシを加圧するバネ

は、薄板バネを用いることが好ましい。また、リード線

を固着するターミナルは、従来のターミナルに相当する

ものであり、本発明においてはこのターミナルの上部の

横方向に突出した一対の側壁を設ける必要がある。横方

向に突出した一対の側壁は、薄板バネの渦巻き部の外径

より２～３mm大きく形成しておき、さらに強度上、一体

構造のコの字形に形成することが好ましい。突出した側

壁を設ける位置は、薄板バネの外径を外れなければ、ど

の位置でもよく制限はないが、ターミナルの最上部でリ

10 ード線を固着する箇所の反対側の部分（以下反リード線

固着側という）に設けることが好ましい。

【００２０】薄板バネのバネ固定金具は、従来のＵ字型

バネ固定金具に相当するものであるが、本発明の実施例

においては一端をストレートに、他の一端をＬ字状と

し、さらにこのバネ固定金具の上部には薄板バネの飛び

出し防止用ストッパー及び下部にはバネ差し込み防止用

ストッパーを形成するものである。これらの両ストッパ

ーは、先端を折り曲げて突起部分を作製し、その中間部

分をバネ固定金具にリベットなどを用いて固定し、一体

20 化した。

【００２１】

【発明の効果】本発明の接地ブラシ装置は、側壁にバネ

の渦巻き部を引っ掛けているので車輪からの振動でブラ

シを加圧する薄板バネの渦巻き部が巻き込み方向と反対

方向に飛び出さない。薄板バネ差し込み過ぎ防止用スト

ッパーと及びバネ差し込み過ぎ防止用ストッパーとをＬ

字型バネ固定金具に一体的に設けているので、差し込み

過ぎ防止用ストッパー軸箱に取り付けるボルトが干渉せ

ず、かつ一体的されたＬ字型バネ固定金具小さな取り付

30 けスペースでも取り付けることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施例になる接地ブラシ装置の一部断

面側面図である。

【図２】本発明の実施例になる接地ブラシ装置に用いら

れるブラシの側面図である。

【図３】本発明の実施例になる接地ブラシ装置に用いら

れる薄板バネと逆Ｌ字型バネ固定金具を一体化した状態

を示す側面図である。

【図４】従来の接地ブラシ装置の一部断面側面図であ

40 る。

【図５】従来の接地ブラシ装置に用いられるブラシの側

面図である。

【図６】従来の接地ブラシ装置に用いられる薄板バネと

逆Ｌ字型バネ固定金具を一体化した状態を示す側面図で

ある。

【符号の説明】

１…ブラシ保持函、２…ブラシ、３…ピン、４…ガイ

ド、５…銅管、６…ガイド固定凹凸部、７、２２…ター

ミナル、８…リード線、９…端子、１０…薄板バネ、１

50 １…Ｕ字型バネ固定金具、１２、１４…リベット、１３

( 3 ) 特開２００３－３０４６６５
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…薄板バネ飛び出し防止用ストッパー、１５…スリップ

リング、１６…ボルト、１７…絶縁板、１８…パッキン

グ、１９…カバー、２０…ボルト、２１、２６…薄板バ

ネ差し込み過ぎ防止用ストッパー、２３…側壁、２４…

Ｌ字型バネ固定金具、２５…薄板バネ飛び出し防止用ス

トッパ、２７…ブラシ挿入溝。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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